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I. 第１回上尾市立小学校給食運営委員会 

 

1. 開会 

 

2. 委員長あいさつ 

 

3. 議事 

 

(1) 令和５年度小中学校給食運営状況について 

 

〔事務局より会議資料に基づき説明〕 

 

〈主な質疑・意見〉 

 

学校給食費徴収金の決算額について、例えば中学校は月額 5,200円

を徴収しているが、一の位に端数が出ている理由をうかがいたい。 

 

牛乳提供を停止もしくは牛乳以外の提供を停止している場合、牛乳

単価と喫食数に応じた徴収金額となるため、一の位に端数が生じ

る。 

 

この資料の歳入と歳出の決算額を見ると、約 1億 1千万円赤字であ

るように見える。給食費の援助制度などもあると思うので、結局の

ところ、全体的に赤字であるのか黒字であるのか分からない。 

今の徴収金で間に合っていたとすれば、過去の未納金は払われない

のではないか。給食費を支払わない保護者がいたにもかかわらず、

給食運営が出来ていたということを公表すると、給食費を支払わな

い保護者は増えてしまうのではないかと懸念をしている 

 

歳入と歳出の決算額に大きな差がある点については、国の臨時交付

金を活用し、令和 5 年度 2・3 月分の学校給食費を助成したため、

歳入額を減額したことと、国の臨時交付金を活用し、物価高騰分の

歳出額を増額したことの二つが大きな理由である。また、予備食代

は市費の支出であることも一因である。したがって、令和 5年度は

国の臨時交付金を活用したことにより、歳入と歳出の決算額に大き

な差が生じている。 

なお、令和 6年度の予算については、物価高騰分の約 1億円を市費

から支出する試算となっている 

 

歳入と歳出の差については、国の臨時交付金でまかなえているとい

うことよいか。 

 

ご認識のとおりである。 

決算上の歳入と歳出を比較した場合は、黒字ということになるが、
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それは徴収した給食費だけでは不足する部分について、市の税金を

投入した結果である。 

給食費の未納金については、市の債権であり、他の保護者の公平性

やモラル等の問題もあるため、今後も支払いを求めていく。 

 

今年度は、給食費を学校で徴収している。令和 7年度からは、シス

テムを導入し、学校を経由しないで給食費を徴収するということで

あるが、そういった場合、給食費の未納は増えてしまうのではない

かと懸念している。 

 

令和 7年度当初より、学校を経由せずに、市が直接保護者から給食

費の徴収を行えるよう、学校給食費管理システムの構築および関係

機関との調整を進めている。 

現在ほとんどの学校で採用している給食費の徴収方法は、児童生徒

のゆうちょ銀行の口座から、給食費を引き落とすという方法であ

る。この方法は、保護者の給与口座からお金を移す手間が発生する

ため、お金の移し忘れによる未納が発生するとの意見を頂戴してい

る。これを解消するため、口座の引き落としで指定可能な金融機関

を拡大するとともに、保護者の口座から引き落としが可能となるよ

う、準備を進めている。これにより、収納率を上げられるものと考

えている。 

 

(2) 令和７年度小中学校給食実施計画（案）について 

 

〔事務局より会議資料に基づき説明〕 

 

令和 7年度中学校給食実施計画（案）については、現時点では具

体的な内容についてお示しできない。理由としては、学校行事の

日程が決まっていないことと、中学校給食共同調理場内の厨房設

備について、老朽化に伴う大規模な改修工事を行う可能性がある

ためである。夏季休業期間に改修工事を実施する場合、工事の規

模によっては 2 学期の給食実施回数に影響を及ぼす可能性があ

る。今後、設備の状況や財政部門との予算折衝の中で改修工事の

実施の有無あるいは具体的な工事規模が判明次第、お示ししたい

と考えている。 

 

〈主な質疑・意見〉 

 

改修工事の工期が 2学期にずれ込むというのは、2学期の給食開始

日が遅れるということか。 

 

可能性としてはあり得る。 

 

中学校としては、それは非常に困る。 

この時期は、体育祭等の学校行事で日程の入替を行うなどしてお

り、繁忙期である。新人戦が近いため、部活動も活発になる。給食

が出ない場合、弁当を持参させなければならず、保護者の反発は大

きいと思われる。もしそのようになるならば、少しでも早く保護者

へ連絡をしなければならない。 
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給食開始日がどのくらい遅れるかの試算はあるか。 

 

 

大規模改修工事となった場合、工期は概ね一カ月半程度を見込んで

いる。 

また、改修工事を実施する場合でも規模を縮小して、夏季休業期間

中に収まるようにできないか設計担当部署と確認しているところ

である。 

 

工期が延びた場合、一定期間は給食提供を全くできなくなるのか。 

センターでの調理ができない場合、簡単給食や弁当配食等の代替案

は考えているか。 

給食の有無は授業回数等にも影響が出るため、可能な限り早く知る

必要がある。学校現場への連絡は、いつ頃になるのか。 

 

改修工事実施の有無や規模、給食実施への影響について、財政部門

との予算折衝の中で分かり次第連絡する。 

給食の代替案については、現時点では検討していないが、今後の予

算査定結果等を踏まえて検討していきたいと考えている。 

 

学校では、大体 12月頃には翌年度の予定を考えなければならない。

大まかな予定が分かり次第、早急に情報提供いただきたい。 

 

就学時検診日の給食提供について、小学校の校長先生にうかがいた

い。原市小学校では、就学時検診日の給食提供を実施しているとこ

ろであるが、通常より 1時間早く給食提供を行わなければならない

ことや喫食を急がせなければならないこと等、困難が多い。就学時

検診日の給食提供は、実施した方が良いものかうかがいたい。 

 

毎年調理員と時間調整を行う等苦労している部分もあるため、実施

は無くてもよいのではないかと考えているが、学校の決定に従うし

かないと思う。 

 

昨年度の学校給食運営委員会にて、給食提供を行わない 4回につい

ては、各学校で決めることとなったところである。原市小学校でも、

栄養士や調理員を交えて相談しながら決めてもらえればと思う。 

 

令和 7年度小学校給食実施計画表（案）について、事務局側から確

認のために一つ質問したい。昨年度決定した給食実施の開始日と終

了日に関するルールに則り、計画表の案を作成したところ、実施回

数は今年度と同じ回数になった。しかしながら、3学期の給食終了

日が、卒業式の前日となってしまう。このことは、学校現場では何

か支障は出るのか意見を頂戴したい。 

 

卒業式の前日は準備等を行うため、給食がないと困るのではないか

と思う。 

中学校では、卒業式の前日に給食を実施しているが、小学校でも実

施した方が保護者の負担は減るのではないか。 
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保護者としては、給食はあればあるほど嬉しいものであるため、給

食回数は減らさないでほしい。 

 

給食回数は確保していくということで、小学校の給食実施計画表

は、この案で決定ということでお願いする。中学校については、現

時点ではお示しできないということであるが、分かり次第教えてい

ただきたい。 

 

(3) 上尾市学校給食施設基本計画（素案）に関する市民コメント

結果について 

 

〔事務局より会議資料に基づき説明〕 

 

4. その他・連絡事項 

 

(1) 令和 6 年学校給食に関する保護者アンケート調査結果速報に

ついて 

 

〔事務局より会議資料に基づき説明〕 

 

(2) 次回運営委員会開催日について 

 

次回運営委員会の実施日については、令和 6 年 11 月中を予定し

ている。詳細な日程は、決定次第連絡する。 

 

5. 閉会あいさつ 
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